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蜜
月
ぶ
り
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
も   

軋
轢
の
火
種
を
残
し
た
日
米
首
脳
会
談

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
「
召
使
い
」

　

今
年
２
月
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

で
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
安
倍
晋
三
首

相
が
初
め
て
行
な
っ
た
日
米
首
脳
会
談
で

は
、
日
米
同
盟
の
強
化
で
一
致
し
た
他
、

焦
点
と
な
っ
て
い
た
日
米
安
全
保
障
条
約

第
５
条
が
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
な
ど
、
一
定
の
成

果
は
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
問
題
視
し
て
い

た
為
替
施
策
や
通
商
貿
易
な
ど
の
経
済
分

野
は
先
送
り
。
さ
ら
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が

強
硬
に
進
め
る
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
７
カ

国
の
入
国
禁
止
の
大
統
領
令
へ
の
評
価
を

避
け
、
こ
れ
に
強
く
反
対
す
る
先
進
諸
国

と
対
応
を
分
け
た
。

　

首
脳
会
談
は
異
例
ず
く
め
だ
っ
た
。
ワ

シ
ン
ト
ン
で
２
度
の
会
談
を
終
え
た
２
人

は
、
大
統
領
専
用
機
「
エ
ア
フ
ォ
ー
ス
ワ

ン
」
で
フ
ロ
リ
ダ
州
パ
ー
ム
ビ
ー
チ
へ
移

動
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
冬
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
と
呼
ぶ
お
気
に
入
り
の
別
荘
地
「
マ
ー

ル
・
ア
・
ラ
ー
ゴ
」
に
滞
在
し
、
食
事
や

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ
。

　

異
例
の
厚
遇
で
蜜
月
ぶ
り
を
演
出
し
、

安
倍
氏
も
満
面
の
笑
み
で
ト
ラ
ン
プ
氏
と

の
写
真
撮
影
に
納
ま
っ
た
。

　

一
方
、
首
脳
会
談
を
数
日
後
に
控
え
た

あ
る
日
の
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

紙
に
、両
首
脳
の
風
刺
画
が
掲
載
さ
れ
た
。

車
の
後
部
座
席
か
ら
、
巨
大
な
ス
ピ
ー
カ

ー
を
握
り
、
口
を
歪
め
て
運
転
席
の
安
倍

氏
に
何
や
ら
叫
ぶ
ト
ラ
ン
プ
氏
。ま
る
で
、

安
倍
氏
が
ト
ラ
ン
プ
氏
の
召
し
使
い
か
運

転
手
の
よ
う
に
描
か
れ
、「
日
米
同
盟
に

し
が
み
つ
け
」と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
就
任
直
後
に
、
難
民
や

イ
ス
ラ
ム
圏
７
カ
国
か
ら
の
入
国
を
一
時

的
に
禁
止
す
る
大
統
領
令
に
署
名
。
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
（
永
住
権
）
を
持
つ
人
も
含

め
多
く
の
外
国
人
が
入
国
で
き
な
く
な
る

な
ど
大
混
乱
が
起
き
た
。

　

重
大
な
人
権
侵
害
に
、
創
業
者
や
従
業

員
に
移
民
が
多
く
、
多
様
性
を
尊
ん
で
き

た
米
Ｉ
Ｔ
企
業
の
多
く
が
「
移
民
な
し
で

ア
ッ
プ
ル
は
存
在
し
な
い
」（
テ
ィ
ム
・

ク
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
ル
最
高
責
任
者
）
な
ど

と
大
統
領
令
に
反
対
す
る
声
明
や
コ
メ
ン

ト
を
発
表
。
出
張
や
休
暇
で
国
外
に
い
る

従
業
員
に
早
期
帰
国
を
と
呼
び
か
け
た
。

　

欧
州
各
国
か
ら
も
「
こ
の
政
策
は
敵
対

関
係
を
生
み
、
間
違
っ
て
い
る
」（
メ
イ

英
首
相
）「
あ
る
宗
教
の
信
者
全
員
を
疑

う
こ
と
を
正
当
化
で
き
な
い
」（
メ
ル
ケ

ル
独
首
相
）、「
民
主
主
義
を
守
る
戦
い
は
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困
難
に
な
る
」（
オ
ラ
ン
ド
仏
大
統
領
）

な
ど
と
批
判
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
安
倍
首
相
は
訪
米
時
の
記

者
会
見
の
際
も
「
入
国
管
理
や
難
民
、
移

民
政
策
は
内
政
問
題
で
あ
り
、
コ
メ
ン
ト

は
控
え
た
い
」
と
意
見
を
表
明
し
な
い
ど

こ
ろ
か
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
持
ち
上
げ
た
。

　

先
進
諸
国
や
米
有
力
紙
と
敵
対
関
係
に

あ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
に
、
安
倍
首
相
は
手
を

差
し
伸
べ
る
格
好
と
な
っ
た
。

　

イ
ス
ラ
ム
圏
７
カ
国
の
入
国
を
禁
じ
た

大
統
領
令
は
、
米
連
邦
地
裁
が
効
力
停
止

を
命
じ
差
し
止
め
に
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

不
服
を
申
し
て
立
て
て
い
た
が
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
、
こ
れ

を
支
持
し
た
７
カ
国
出
身
者
が
米
国
で
テ

ロ
を
実
行
し
た
証
拠
は
な
く
、
入
国
禁
止

を
再
開
し
た
場
合
に
具
体
的
損
害
が
生
じ

る　
　

な
ど
の
理
由
だ
っ
た
が
、
ト
ラ
ン

プ
氏
は
最
高
裁
に
上
訴
し
て
徹
底
抗
戦
す

る
つ
も
り
で
、
新
た
な
大
統
領
令
の
署
名

に
も
意
欲
を
見
せ
る
。

迫
害
受
け
た
日
系
人
の
強
い
遺
志

　

20
世
紀
初
頭
、
夢
を
抱
き
日
本
か
ら
米

国
に
渡
っ
た
移
民
も
同
じ
よ
う
な
差
別
を

受
け
た
。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
日
本
人
の
学

童
隔
離
事
件
が
起
き
、
連
邦
政
府
と
州
政

府
と
の
対
立
や
「
雇
用
を
奪
う
」
と
い
っ

た
選
挙
目
当
て
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
翻
弄

さ
れ
、
日
本
人
移
民
が
排
斥
さ
れ
た
１
９

２
４
年
に
は
排
斥
移
民
法
が
成
立
。

　

同
法
成
立
が
日
本
人
の
プ
ラ
イ
ド
を
傷

つ
け
、
ア
ジ
ア
侵
略
へ
の
転
換
点
と
な
っ

た
と
言
わ
れ
る
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
中
に
は
、
当
時
の
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
日
本
に
よ
る
真
珠

湾
攻
撃
の
報
復
と
し
て
、
署
名
し
た
大
統

領
令
で
約
12
万
人
も
の
日
系
人
が
強
制
収

容
さ
れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
入
国
禁
止
の
大
統
領
令

を
受
け
、
検
索
大
手
の
米
グ
ー
グ
ル
は
１

月
30
日
、
第
２
次
大
戦
中
に
日
系
人
の
強

制
収
容
に
反
対
し
、戦
い
続
け
た
活
動
家
、

故
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
氏
の
イ
ラ
ス
ト

を
検
索
画
面
に
登
場
さ
せ
た
。
こ
の
日
は

同
氏
の
生
誕
98
年
に
当
た
り
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
、
ハ
ワ
イ
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
、
フ
ロ

リ
ダ
の
４
州
は
「
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ

の
日
」
と
定
め
て
い
る
。

　

コ
レ
マ
ツ
氏
は
日
系
２
世
、
強
制
収
容

の
命
令
に
従
わ
ず
逮
捕
さ
れ
、
強
制
収
容

所
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、「
憲
法
上
の

権
利
を
侵
害
さ
れ
た
」
と
し
て
米
政
府
を

提
訴
・
敗
訴
し
た
が
、
39
年
後
に
連
邦
裁

判
所
は
こ
の
判
断
を
覆
し
た
。
こ
の
勇
気

を
讃
え
ら
れ
１
９
９
８
年
、
当
時
の
ク
リ

ン
ト
ン
大
統
領
か
ら
大
統
領
自
由
勲
章
を

受
け
た
。

　

そ
ん
な
歴
史
を
持
つ
日
本
は
真
っ
先
に

声
を
挙
げ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
。「
対
等
な
日
米
関
係
」
と
多
く
の
政

治
家
や
知
米
派
が
言
う
が
、対
等
な
ら
ば
、

一
方
が
行
き
過
ぎ
た
時
に
は
苦
言
を
呈
す

る
の
が
真
の
同
盟
で
あ
り
、
友
人
だ
。

　

今
回
の
安
倍
氏
の
対
応
は
、
民
主
主
義

や
人
権
を
尊
ぶ
先
進
国
の
方
向
性
か
ら
そ

れ
に
「
米
国
第
一
主
義
」
の
片
棒
を
担
い

で
い
た
。

　
「
何
か
が
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
そ

れ
を
言
う
こ
と
を
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
」

　
　

。

　

コ
レ
マ
ツ
氏
は
そ
ん
な
言
葉
を
残
し
て

逝
っ
た
。

　

世
界
的
に
民
主
主
義
が
揺
ら
ぐ
今
、
こ

の
言
葉
は
重
み
を
増
し
て
い
る
。

　

首
脳
会
談
で
は
結
局
、
安
全
保
障
分
野

で
、
日
本
が
恐
れ
て
い
た
米
軍
駐
留
経
費

負
担
増
の
申
し
出
は
な
く
、
む
し
ろ
ト
ラ

ン
プ
氏
は
駐
留
受
け
入
れ
に
「
感
謝
し
て

い
る
」
と
ま
で
述
べ
た
。
尖
閣
諸
島
に
つ

い
て
も
日
米
安
保
第
五
条
の
適
用
範
囲
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
関
係
者
は
胸
を

な
で
下
ろ
し
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏

が
問
題
に
し
て
い
る
貿
易
枠
組
み
や
投

資
・
雇
用
拡
大
策
に
つ
い
て
は
、
副
大
統

領
同
士
の
新
た
な
経
済
対
話
の
枠
組
み
で

話
し
合
う
こ
と
に
な
る
。
既
に
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
て
お
り
、
今
後
は

日
米
間
で
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を

結
ぶ
交
渉
に
入
る
か
ど
う
か
が
焦
点
に
な

る
。

　

今
回
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
雇
用
や
為
替
に

関
す
る
批
判
を
避
け
た
が
、
ハ
イ
レ
ベ
ル

対
話
に
先
送
り
し
た
だ
け
で
、
こ
れ
が
厳

し
い
交
渉
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

入
国
禁
止
令
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
確
執
で
求

心
力
が
落
ち
た
ら
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
日
本

の
自
動
車
や
為
替
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
批
判

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
日
米
間
の
火
種
は

決
し
て
消
え
て
い
な
い
。
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